
 

 

女性を対象とした首尾一貫感覚（Sense of Coherence : SOC）に

関する文献研究 
―過去 10 年間の研究論文からの検討ー 

北山 玲子 1) 

１）東北文化学園大学医療福祉学部看護学科                            

要旨 
 本研究は、国内における女性を対象とした首尾一貫感覚（Sense of Coherence : 

SOC）に関する研究の動向を明らかにし、今後の SOC 研究の方向性について示唆

を得ることを目的とした。対象文献 12 件について、研究デザインと対象者、SOC

の位置づけを分類した結果、12 件すべてが.SOC を説明変数とした量的研究であ

り、成熟期の女性を主な対象者としていた。女性が一生を通じ主体的に健康増進

を図ることができるよう、マタニティサイクル・育児期にある女性のみを対象と

するのではなく、思春期から老年期までの各段階を対象に継続的に支援し、ケー

スごとに介入前後の SOC 形成について事例研究を積み重ねていくことの必要性

が示唆された。 

【キーワード】 首尾一貫感覚（SOC） 女性 母親 青年期 

  

Ⅰ. はじめに 

 近年、女性のライフスタイルは多様化し健康

問題にも影響を及ぼしている。女性の就業等の

増加、婚姻をめぐる変化、平均寿命の伸長等に

伴い女性の健康に関わる問題も変化し、これら

の変化に応じた対策が必要となってきている。

2014 年、「女性の健康の包括的支援に関する法

律案」1）が提出され、女性の健康に関する調査

研究の推進、成果の普及および活用の必要性が

唱えられた。この法案は、女性の健康の包括的

支援に関する施策を総合的に推進するため、基

本理念、国及び地方公共団体の責務を明確にし

て施策の基本となる事項を定めているが現在

は継続審議となっている。この法案の基本理念

には「女性が、その心身の状態、変化等を自覚

しつつ、自らの健康の保持増進等について、主

体的に判断して取り組むことを基本とし、その

ための社会的環境の整備が図られるようにす

ること」など、ヘルスプロモーションの理念を

基盤とした内容が盛り込まれ、「保健、医療、

福祉、教育、労働、男女共同参画社会の形成そ

の他の関連施策の有機的な連携が図られ、総合

的に女性の健康の包括支援が行なわれること」

などが明記されている。 
ヘルスプロモーションは、人々がみずからの

健康をコントロールし、改善することができる

ようにするプロセスである 2）が、このヘルスプ

ロモーションに哲学的基礎を提供したとされ

ているのが、 Antonovsky（1987）3）が提唱し

た健康生成論である。健康生成論とは健康はい

かにして回復され維持増進されるのかという

ことに焦点をあてた理論であり、従来の疾病生

成論とは大きく異なる。この中核となる概念が

首尾一貫感覚：Sense of Coherence （以下、

SOC）である。SOC とは、健康生成論的観点

から、極めてストレスフルな出来事や状況に直

面させられながらも、それらに成功裏に対処し、

心身の健康を害さずに守れているばかりか、そ

れらを成長や発達の糧にさえ変えて、明るく健

康な方向へ導く力とされている。SOC 概念の下

部構造は 3 つあり、人生におけるトラブルや危
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機に直面した時に、その状況を的確に把握する

「把握可能感」、解決する方法があると確信で

きる「処理可能感」、そのことは意味があり自

己成長できるという「有意味感」の種類の能力

である 4）とされ、SOC 尺度が開発されている。 
健康の増進に関し、女性の健康についてはそ

の心身の状態が人生の各段階に応じて大きく

変化するという特性がある。女性自身が明るく

健康な方向へ導く力をもち、自ら主体的に取り

組むことができるよう支援していくことが重

要であり、この観点から多くの SOC 研究がな

されてきている。そこで、国内における女性を

対象とした首尾一貫感覚（Sense of Coherence : 
SOC）に関する研究の動向を明らかにし、今後

の SOC 研究の方向性について示唆を得ること

を目的とした。 

Ⅱ. 方法 

1. 研究対象 

 医学中央雑誌刊行会データベースにおいて

2007 年～2016 年の指定で、「首尾一貫感覚」

「Sense of Coherence : SOC」「女性」「母親」

をキーワードに検索した。データ収集は 2016
年 7 月に行なった。検索された 28 件の研究論

文から、前述の研究レビューおよび総説、解説

は除外し原著論文を抽出した。 
 
2. 分析方法 

研究論文を、研究対象が女性のライフサイク

ルのどの段階にあるかを分類した後、発行年、

研究デザイン、対象者、SOC の位置づけと調査

項目について整理し研究内容について分析し

た。SOC の位置づけについては、山崎ら 4）が、

SOC の実証研究には SOC を独立変数にした

SOC の機能や効果を検討する研究と、SOC を

従属変数にした SOC の成り立ちを検討する研

究の 2 つがあると述べていることから、この 2
点を分析の視点とした。 

Ⅲ. 結果 

対象文献の選定を行った結果、分析対象とな

る研究論文は 12 件であった（表 1）。 
1. 発行年および研究デザインと研究対象 

発行年は 2007 年が 3 件 6）7）11）、2008 年が 2
件 8）12）、2010 年が 2 件 9）13）14）、2012 年が 1
件 5）、2013 年 10）、2015 年 15）、2016 年 16）は

それぞれ 1 件であった。 
研究デザインは、12 件すべてが量的研究であ

り、そのうち横断的調査は 7 件 5）9）11）12）13）14）

15）、縦断的調査は 5 件 6）7）8）10）15）であった。 
研究の対象者をライフサイクル別にみると、

思春期～青年期が 1 件 5）で、1 年生～4 年生の

女子大学生を対象としていた。成熟期は 11 件

で、そのうち 4 件 6）7）8）10）が妊娠中期・末期、

産褥早期または産褥 1 ヶ月の妊婦および褥婦を

対象とし、1 件 9）が産後 4～5 日目の褥婦を対

象としていた。成熟期のうち育児期の母親を対

象としていたのは 6 件 11）～16）であった。この 6
件の内訳は、3 件 11）12）16）が生後 3～7 ヶ月の

いずれかの時期にある児の母親であり、3 歳児

の母親 14）、インターネットの子育て応援サイト

に登録する 30～42 歳の母親 13）、生後 6～7 ヶ

月と1歳6ヶ月児の母親 15）はそれぞれ1件であっ

た（図 1）。 
 

2. SOC の研究上の位置づけと研究内容 

12 件の研究のすべてが SOC を独立変数とし、

他の変数との関連を見るための相関係数の算 
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表 1 研究デザインと研究対象および調査項目・結果 

文献 
番号 

著者 
（発行

年） 
ライフ 

サイクル 
研究 

デザイン 研究対象 SOC 研究上 
の位置づけ 調査項目 結  果 

1 
カルデナス

暁東 他 5） 

2012 

・
青
年
期 

思
春
期 

量的研究 
（横断的 

調査） 

女子大学生 1
～4 年生 
767 名 

青年期にあ
る女性の喫
煙行動に対
する SOC の
機能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【喫煙動機
尺 度 評 価
（RSAS）】、【ニ
コチン依存度評
価尺度】 

喫煙学生と比較し、非喫煙学生
の SOC は有意に高く、喫煙へ
の心理的依存度とニコチン依
存度の高い喫煙学生はそうで
ない喫煙学生に比べ、SOC が有
意に低かった。 

2 
松下年子 
他 6） 

2007 

成 
 

熟 
 

期 

マ 
 

タ 
 

ニ 
 

テ
ィ 

 

サ 
 

イ 
 

ク 
 

ル 
 

に 
 

あ 
 

る 
 

女 
 

性 

量的研究 
（前向き 
縦断的 
調査） 

同一施設に
妊娠期から
通院し、分娩
した産後 5
日目までの
初・経産婦
56 名（同一
対象者） 

マタニティ
ブルーズの
発生に対す
る SOC の機
能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【気分感情
状態（POMS）】、
【Steinのマタニ
ティブルーズ自
記式スケール】 

・Stein 得点の結果、マタニティ
ブ ル ー ズ 発 生 者 は 12 名
（21.4％）。・全対象の SOC 平
均得点は 62.5±12.9 点で一般
女性より高かった。・SOC 得点
が低いほどマタニティブルー
ズが発生する確率は高いこと
が示唆された。 

3 
関塚真美 
他 7） 

2007 

量的研究 
（前向き 
縦断的 
調査） 

同一施設に
妊娠期から
通院し、正期
産で経膣分
娩した産褥
早期までの
初・経産婦
54 名（同一
対象者） 

出 産 満 足
度・産後うつ
傾向に対す
る、SOC の機
能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：29
項目】、【出産体験
の自己評価尺度
短縮版：18 項目
（常盤）】 
【産後うつ尺度
（池本ら）】 

・SOC と出産満足度には正の相
関があり、SOC 得点が高値であ
るほど出産満足度が高かっ
た。・妊娠末期（妊娠 36 週前後）
における SOC 低値群は、高値
群に比し産後うつ傾向が高。出
産満足度の低値群は高値群に
比し、産後うつ傾向が高かっ
た。 

4 
志村千鶴

子 8） 

2008 

量的研究 
（前向き 
縦断的 
調査） 

妊娠 28 週 0
日以降に通
院し、単胎の
正常分娩後
で入院中の
褥婦。総合病
院 142 名、助
産院 120 名 

出産満足度
に対する、
SOC の機能
や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【出産体験
の 自 己 評 価 尺
度：35 項目（常
盤）】 

・出産施設別では妊婦の SOC
得点に差はなく、SOC と出産体
験の満足度とは正の相関が
あった。 
・出産前後での SOC 得点は、
総合病院で出産したものは有
意に低下していたが、助産院で
出産したものは有意に上昇し、
特に SOC の「有意味感」が有
意に上昇していた。 

5 
山﨑真紀

子 他 9） 

2010 

量的研究 
（横断的 
調査） 

正期産、児体
重 2,500g 以
上で、1 人の
児を出産し、
産後 4～5 日
に少しでも
母乳を与え
ていた母親
195 名 

母乳育児自
己効力感、母
乳育児負担
感に対する、
SOC の機能
や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目 5 件法短縮
版】、【母乳育児自
己効力感（大塚、
Dennis）：14 項
目】、【母乳育児負
担感（研究者作
成）：4 項目、5
件法】 

SOC と母乳育児自己効力感は
正の相関があった。・SOC と母
乳育児自己効力感は、ともに母
乳育児負担感と負の相関が
あった。母乳育児継続に必要な
母乳育児自己効力感を高め、母
乳育児負担感を減らすために
は産褥早期から SOC を高める
内面的ケアの重要性が示唆さ
れた。 

6 
菅原さと

み 他 10） 

2013 

量的研究 
（前向き 
縦断的 
調査） 

妊娠期から
通院（3 施設）
し、同施設で
分娩後、1 ヶ
月経過時の
初産婦 72 名
（同一対象
者） 

妊娠期から
産褥期のメ
ンタルヘル
スに対する、
SOC の機能
や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：29
項目】、【抑うつ
（CES-D）】 
【主観的幸福感
（SHS）】 
【ソーシャルサ
ポート JPRQ85】 

・妊娠中期の SOC は産褥期の
主観的幸福感と正の相関があ
り、影響要因は「SOC 処理可能
感」「ソーシャルサポート」「学
歴」「夫の収入」。抑うつとは負
の相関があり影響要因は「SOC
処理可能感」「ソーシャルサ
ポート」。・SOC の高い妊産婦は
ソーシャルネットワークを効
果的に活用している可能性が
あり、中期の SOC は産褥期の
メンタルヘルスを予測する可
能性がある。 
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文献 
番号 

著者 
（発行

年） 
ライフ 

サイクル 
研究 

デザイン 研究対象 SOC 研究上 
の位置づけ 調査項目 結  果 

7 
江田郁子 
他 11） 

2007 

成 
 

熟 
 

期 

育 
 

児 
 

期 
 

の 
 

母 
 

親 
 

で 
 

あ 
 

る 
 

女 
 

性 

量的研究 
（横断的調

査） 

生後 4 カ月未
満の、母乳不
足・母乳不足
感があり人工
乳を補足して
いる母親 48
名、母乳のみ
である母親 74
名 

母乳群と混合
群の母親の
QOL に対す
る、SOC の機
能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：29
項目】、【QOL ス
ケール（林田
ら）：44 項目】 

・両群の SOC 得点の平均に有意
差はないが、母乳群に動機づけ
によりSOCが上昇しようとする
能力を備えている母親が多く、
混合群に動機づけがないと SOC
が下降しようとする能力を備え
た母親が多い。QOL 得点の平均
は混合群が有意に低かった。
SOC と QOL は相関している。 

8 
吉永茂美 
他 12） 

2008 

量的研究 
（横断的調

査） 

出産 3～6 ヶ
月後に病院
開催の育児
教室に参加
した母親 29
名、不参加の
27 名 

参加群と不参
加群の育児ス
トレッサーや
産後抑うつ、
父親の育児サ
ポートへの期
待に対する、
SOC の機能
や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【育児スト
レッサー尺度（吉
永ら）：25 項目】、
【エジンバラ出
産後うつ病評価
尺度（EPDS）：
10 項目】、【父親
の育児サポート
に関する母親の
認知尺度（中嶋
ら）：10 項目】 

・群間の社会的背景（初産・核
家族・有職・高学歴）の違いが
あった。・両群の産後抑うつへの
共通の関連要因は SOC であり
SOC 高群の方が育児ストレッ
サーや産後抑うつが有意に低
い。参加群は育児ストレッサー
のうち「子どもの特性」以外が、
不参加群は「子どもの特性」が
産後抑うつに関連していた。 

9 
林ちか子 
他 13） 

2010 

量的研究 
（横断的調

査） 

都市部在住
の 30～42 歳
の母親 42 名 

不定愁訴や生
活・習慣に対
する、SOC の
機能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【不定愁訴
尺度（研究者作
成）：39項目】、【生
活習慣の項目：飲
酒、喫煙、食事、
嗜好食、運動、睡
眠について 31 項
目】 

・SOC 得点と不定愁訴得点には
有意な負の相関があった。・高愁
訴群は低愁訴群に比べ、夜食の
摂取頻度が高く、入眠時間も長
く、解析の結果 SOC のみが有意
な説明変数でSOC得点が低いほ
ど愁訴数が高い。SOC が高いこ
とが不定愁訴発生に予防的に作
用する可能性がある。 

10 
本田光 

他 14） 

2010 

量的研究 
（横断的調

査） 

離島在住の 3
歳児健診の
ため来所し
た保護者で、
男性 41 人、
女性 197 人 

3 歳児をもつ
親の育児に対
する気持ちや
育児疲れに対
する、SOC の
機能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目 5 件法短縮
版】、【育児に対す
る心理的側面（研
究者作成）：子育
てはどうか、育児
は疲れが多いか
の 2 項目】 

・親の出身地と地域参加の頻度
がSOCと育児に対する心理的側
面との潜在的交絡因子になりう
る。・父親の SOC は精神的な育
児の疲れをコントロールし子育
ては楽しいに関連、母親は「子
育ては楽しい」「育児の疲れ（肉
体的）（精神的）」に関連がみら
れた。・子育て期の親に対する支
援の必要性を判断する一次スク
リーニングとしてSOCを使用で
きる可能性を得た。 

11 
高城智圭 

他 15） 

2015 

量的研究 
（前向き 
縦断的 
調査） 

6～7 ヶ月児
健診および 1
歳 6 ヶ月健診
で来所した
母親 112 名
（同一対象
者） 

サポートに対
する、SOC の
機能や効果、
SOC と サ
ポートの因果
関係 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目】、【ソーシャ
ルサポート尺度
（宗像）：13項目】 

・交差遅れ効果モデル、同時効
果モデルから 6 ヶ月時サポー
ト・SOC は 1 歳 6 ヶ月時サポー
ト・SOC のそれぞれの潜在変数
と有意な関連があり、交差遅れ
効果モデルから 6 ヶ月時 SOC は
1 歳 6 ヶ月時サポートに有意な
関連性がみられた。・同時効果モ
デルから 1 歳 6 ヶ月時 SOC は 1
歳 6 ヶ月時サポートに対して有
意な関連性がみられた。 

12 
佐藤いず

み 他 16） 

2016 

量的研究 
（横断的調

査） 

生後 4 カ月児
の乳児健診
で来所した
初産の単子
の母親133名 

母親の特性、
対処行動、と
育児に対する
自己効力感に
対する SOC
の機能や効果 

【首尾一貫感覚
尺度（SOC）：13
項目 5 件法短縮
版】、【対処行動
TAC-24 （ 神 村
ら）：24項目】、【育
児に対する自己
効力感尺度（金
岡）：13 項目】 

・対処行動の問題解決・サポー
ト希求得点は非親族支援「あり」
が「なし」に比べ有意に高く、
SOC 得点、育児に対する自己効
力感得点と正の相関がある。・問
題回避得点と SOC 得点、育児に
対する自己効力感得点は負の相
関がある。・肯定的解釈と気そら
し得点は 30 歳未満が 35 歳以上
より有意に高く、SOC 得点、自
己効力感は正の相関が、年齢は
負の相関がみられた。 
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出を行なっていた。縦断的調査の 3 件 6）10）15）

はそれぞれ、重回帰分析、共分散構造分析、ロ

ジスティック回帰分析による分析を行なって

おり、SOC 以外の変数を従属変数とし、SOC の

機能や効果について報告していた。SOC との関

連をみた研究内容の分類と、変数との関連を図

2 および図 3に示す。 

 

1）メンタルヘルスとの関連 

SOC とメンタルヘルスに関する研究は 4 件 6）

7）10）12）であり妊娠期・産褥期および育児期に

ある女性の抑うつ（CES-D）、Stein のマタニ 

                                                     

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ティブルーズ自記式スケール、産後うつ尺度、

エジンバラ出産後うつ病評価尺度（EPDS）の

得点と SOC 得点との関連を調査していた。文

献 26）は、同施設に妊娠期から通院し分娩した

初・経産婦 56 名を対象に、妊娠末期の SOC と

POMS および、産褥 1 日～5 日までの毎日、

Stein のマタニティブルーズ自記式スケールを

調査しており、全対象の SOC 平均得点は、一

般女性のそれと比べ高く、妊娠後期の POMS
平均得点すべての項目で正常範囲内であった

とした。さらに Stein 得点によるマタニティブ

ルーズの発生の有無を従属変数に、POMS と

SOC 得点を独立変数にロジスティック回帰分

析を実施した結果、SOC が唯一の有意な説明変

数であり、妊娠末期の SOC 得点が低いほどマ

タニティブルーズが発生する確率が高いこと

を示唆した。同様に、文献 37）も、妊娠末期の

SOC と産褥早期の産後うつ尺度得点の関連に

ついて、SOC 得点の低値群が高値群に比べ産後

うつの傾向が高かったとしていた。文献 610）は、

妊娠中期と末期の SOC と産褥期の抑うつとの

関連を調査し、妊娠中期の SOC が産褥期のメ

  
 

 
 

図 1 調査対象者とライフサイクル 

図 2 SOC との関連を見た研究内容 

 
図 3 対象文献の SOC と変数との関連 
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ンタルヘルスを予測する可能性を示した。 
 

2）ソーシャルサポートとの関連 

SOCとソーシャルサポートに関する研究は3
件 10）12）15）であった。文献 610）は SOC とソー

シャルサポートは妊娠中期・末期、産褥期で関

連があり、SOC が高い妊産褥婦はソーシャル

ネットワークを効果的に活用している可能性

があることを示した。また文献 1115）は、6 ヶ

月児の母親の SOC は、同時期のサポートおよ

び、1 歳 6 ヶ月になった時点のサポートに対し

て有意な関連性があり、サポート認知を高める

にはSOCを強化することの必要性を示唆した。 
 

3）自己効力感との関連 

SOC と自己効力感に関する研究は 2 件 9）16）

であった。文献 59）は産褥早期の母乳育児自己

効力感との関連、文献 1216）は生後 4 カ月児の

母親の育児に対する自己効力感との関連を調

査しており、それぞれ SOC との正の相関があ

ることを示した。 
 

4）出産満足度との関連 

SOC と出産満足度に関する研究は 2 件 7）8）

であった。文献 37）および文献 48）は妊娠期の

SOC 得点が高いほど出産満足度が高いことを

示した。さらに文献 48）は、総合病院および助

産院において出産した女性の出産前後の SOC
の変化も比較しており、総合病院で出産した女

性の SOC 得点は有意に低下していたが、助産

院で出産した女性は上昇しており、特に SOC
の「有意味感」が有意に上昇していることを示

した。 
 

5）喫煙行動との関連 

SOC と喫煙行動に関する研究で、文献 15）は、

女子大学生767名を対象に青年期にある女性の

喫煙行動と SOC との関連について調査した。

喫煙学生と比較し、非喫煙学生の SOC 得点は

有意に高く、喫煙への心理的依存度とニコチン

依存度の高い喫煙学生は、そうでない学生に比

べ SOC 得点が有意に低いことを示した。 
 

6）主観的幸福感との関連 

SOC と主観的幸福感について、文献 610）は、

初産婦を対象に妊娠中期の SOC と産褥期の主

観的幸福感との関連を調査して、妊娠中期の

SOC と産褥期の主観的幸福感に正の相関があ

ることを報告していた。 
 

7）QOLとの関連 

SOC と QOL の関連では、文献 711）が、育児

期にある女性の母乳群と混合群における SOC
得点平均に差はなかったが QOL 得点平均では

混合群が有意に低かったこと、SOC と QOL に

正の相関があったことを示し、QOL を高める

ことにより SOC を高めることも可能ではない

かと考察していた。 
 

8）不定愁訴、生活習慣との関連 

SOC と不定愁訴、生活習慣に関する研究は 1
件 13）で、母親である女性を対象に、研究者ら

が作成した不定愁訴尺度と生活習慣、SOC との

関連を調査しており、母親の不定愁訴の発生に

は、生活習慣よりも SOC の高いことが、不定

愁訴の発生に対して予防的に作用する可能性

を報告していた。 

Ⅳ. 考察 

 わが国における SOC 研究は 21 世紀に入り

徐々に増加しつつあると言われ、戸ケ里（2009）
17）は、医学中央雑誌データベースによる 2009
年 8 月までの国内における SOC 研究は、紀要

も含めた原著論文が 114 件で、そのうち看護学

系論文は 41件であったと報告している。今回、

女性のライフサイクルの各段階における心身

の健康保持増進に関わる SOC 研究の動向を見

るため、看護学系論文に限定しなかった。2007
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ンタルヘルスを予測する可能性を示した。 
 

2）ソーシャルサポートとの関連 

SOCとソーシャルサポートに関する研究は3
件 10）12）15）であった。文献 610）は SOC とソー

シャルサポートは妊娠中期・末期、産褥期で関

連があり、SOC が高い妊産褥婦はソーシャル

ネットワークを効果的に活用している可能性

があることを示した。また文献 1115）は、6 ヶ

月児の母親の SOC は、同時期のサポートおよ

び、1 歳 6 ヶ月になった時点のサポートに対し

て有意な関連性があり、サポート認知を高める

にはSOCを強化することの必要性を示唆した。 
 

3）自己効力感との関連 

SOC と自己効力感に関する研究は 2 件 9）16）

であった。文献 59）は産褥早期の母乳育児自己

効力感との関連、文献 1216）は生後 4 カ月児の

母親の育児に対する自己効力感との関連を調

査しており、それぞれ SOC との正の相関があ

ることを示した。 
 

4）出産満足度との関連 

SOC と出産満足度に関する研究は 2 件 7）8）

であった。文献 37）および文献 48）は妊娠期の

SOC 得点が高いほど出産満足度が高いことを

示した。さらに文献 48）は、総合病院および助

産院において出産した女性の出産前後の SOC
の変化も比較しており、総合病院で出産した女

性の SOC 得点は有意に低下していたが、助産

院で出産した女性は上昇しており、特に SOC
の「有意味感」が有意に上昇していることを示

した。 
 

5）喫煙行動との関連 

SOC と喫煙行動に関する研究で、文献 15）は、

女子大学生767名を対象に青年期にある女性の

喫煙行動と SOC との関連について調査した。

喫煙学生と比較し、非喫煙学生の SOC 得点は

有意に高く、喫煙への心理的依存度とニコチン

依存度の高い喫煙学生は、そうでない学生に比

べ SOC 得点が有意に低いことを示した。 
 

6）主観的幸福感との関連 

SOC と主観的幸福感について、文献 610）は、

初産婦を対象に妊娠中期の SOC と産褥期の主

観的幸福感との関連を調査して、妊娠中期の

SOC と産褥期の主観的幸福感に正の相関があ

ることを報告していた。 
 

7）QOLとの関連 

SOC と QOL の関連では、文献 711）が、育児

期にある女性の母乳群と混合群における SOC
得点平均に差はなかったが QOL 得点平均では

混合群が有意に低かったこと、SOC と QOL に

正の相関があったことを示し、QOL を高める

ことにより SOC を高めることも可能ではない

かと考察していた。 
 

8）不定愁訴、生活習慣との関連 

SOC と不定愁訴、生活習慣に関する研究は 1
件 13）で、母親である女性を対象に、研究者ら

が作成した不定愁訴尺度と生活習慣、SOC との

関連を調査しており、母親の不定愁訴の発生に

は、生活習慣よりも SOC の高いことが、不定

愁訴の発生に対して予防的に作用する可能性

を報告していた。 

Ⅳ. 考察 

 わが国における SOC 研究は 21 世紀に入り

徐々に増加しつつあると言われ、戸ケ里（2009）
17）は、医学中央雑誌データベースによる 2009
年 8 月までの国内における SOC 研究は、紀要

も含めた原著論文が 114 件で、そのうち看護学

系論文は 41件であったと報告している。今回、

女性のライフサイクルの各段階における心身

の健康保持増進に関わる SOC 研究の動向を見

るため、看護学系論文に限定しなかった。2007
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年～2016 年までの指定で得られた文献は、看

護系論文ではない 2 件 13）15）を含め 12 件であっ

た。SOC 研究に関する普及活動が山崎らによっ

て 2001 年から開始されていることを考慮する

と、現状で単純に多寡を述べることはできない

と考えられ、さらに看護学領域での SOC への

理解の深まりがその活用と実証研究につなが

ると考える。 
以下、研究デザイン、研究対象、SOC の研究

上の位置づけと研究内容について考察する。 
 
1. 研究デザイン 

 山崎ら（2012）4）は、SOC と健康との因果

関係を検討するとき、ある一時点の状態を見て

関係の深さを見る横断的研究では厳密に検証

するのは困難であり、因果関係を検討するとき

には時間的な関係を追い、SOC の変化を従属変

数とした縦断的調査（介入研究含む）を行なう

ことで、原因と結果の関係を見つけ出すことが

できるとし、前向き縦断的調査は長期間ある集

団を追跡し続けなければならないことで多大

な時間と費用がかかるが、因果関係の検証には

優れた手法であると述べている。今回の対象文

献 12 件のうち、縦断的調査の手法がとられて

いたのは 5 件であった。量的研究で前向き調査

であり、SOC を独立変数として SOC の機能や

効果を検証していた。追跡期間についてみると、

マタニティサイクルの時期にある女性を対象

とした調査の場合、妊娠初期から産褥 1 ヶ月ま

でのいずれかの期間が選択されている。概ね

11 ヶ月間となるこの時期は助産師をはじめと

した看護職が必ずその対象に関わることがで

きる貴重な時期である。また、育児期にある母

親である女性を対象とした調査は、出産後 3 ヵ

月から 3 年までのいずれかの期間となっていた。

量的研究であれば一定のサンプル数が必要で

あり、追跡調査するうえで各時期の乳幼児健診

の機会をとらえることは有効である。しかし、

女性が健康で過ごすことが次世代の健康づく

りに欠かせないことであるとの認識に立ち、

SOC を強化する要因を探るためには、追跡調査

が施設内と地域で分断してしまうのではなく、

対象のマタニティサイクル期や育児期の段階

を連続して、できるだけ長期間の追跡調査をし

ていくことが望ましいと考える。 
 今回得られた文献には質的研究や介入研究

はなかった。国際的にみても SOC に関する介

入研究は少なく、山崎ら（2010）19）は SOC を

高める介入方策をダイレクトに検討した介入

研究や、因果関係の検証力の高い縦断的研究デ

ザインにより SOC の向上や回復に関わる要因

を検討した研究が今後大いに期待されている

と述べている。現状では、SOC スコアの高低に

関わる要因の横断研究が多く実施されている

が、そういった研究においても、SOC スコアの

高低がどのような条件下で起こり、どのような

集団で変化するのかを明らかにしていくこと

で、介入方法の検討に重要なヒントが得られる

と考えられる。菅原ら（2013）10）は、質問紙

だけではとらえきれない日々の育児ストレス

を乗り越えた体験や挫折経験等を質的な方法

で把握することをこの後の課題としてあげて

いた。山崎ら（2012）4）は特に SOC が低い対

象に対して、保健医療福祉分野における援助が

どのようなものであったのか、その後の変化は

どうであったのかについて症例報告は必要で

あると述べており、この後、介入方法を探索し

ていく上で事例研究を積み重ねていく必要が

ある。 
 今回、対象とした文献で使用されていた SOC
スケールは、SOC-29（7 件法）が 3 件 7）10）11）、

SOC-13（7 件法）が 6 件 5）6）8）12）13）15）、SOC-13
（5 件法）が 3 件 9）14）16）であった。スケール

の選択理由として、先行研究に多く使用されて

いるためとしていたものが 1 件 14）で、他は調

査方法の中でスケールの説明のみで、選択理由

が記述されているものはなかった。SOC-29（7
件法）や SOC-13（7 件法または 5 件法）は信
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頼性と妥当性が認められており 4）、研究者がど

のスケールを選択するかは、研究目的や方法、

対象によると考えられる。戸ケ里ら 20）は、SOC
スケールが、古典的テスト理論に基く多項目ス

ケールである点、また、システマティックレ

ビュー（Antonovsky, 1993）の結果からすると

SOC-29 が最も信頼性、妥当性の高い測定ツー

ルであるが、調査票のスペース等の問題がある

場合は 13 項目短縮版の使用もやむを得ないと

している。菅原ら 10）は、SOC-29（7 件法）を

使用したが、質問項目の文章の難しさや質問項

目数が多かったこと、妊娠中期から産褥期 1 ヶ

月にわたる 3 回の質問紙であったことが、最終

的な分析対象者数の減少につながり、そのこと

が分析結果に影響したとしていた。いずれのス

ケールを選択するにしても、調査項目数や調査

時間・回数など、回答者の負担を最小限にしつ

つ、研究の目的や方法、研究対象に合わせたス

ケールが選択されるべきである。 
 
2. 調査対象と研究内容 

 12 件の文献におけるライフサイクル別に見

た調査対象は、思春期～青年期と成熟期の女性

のみであり、小児期および更年期・老年期の女

性を対象とした文献は得られなかった。成熟期

においてはマタニティサイクルの時期と育児

期のみを対象としていた。この時期が多い理由

として、女性のライフサイクルおいて、妊娠・

出産・産褥期は身体的負担が大きいことに加え、

出産体験に伴う感情の揺れの体験、産後は母親

役割を受容し担うことなど、短期間での劇的な

変化が、時に心身の健康にも影響を及ぼすこと

があげられ、出産満足度、マタニティブルーズ

や産後うつ傾向、育児不安などについて数多く

研究されていると考える。 
今回、思春期にある女性の SOC に関する文

献数は 1 件と少なかった。キーワードを「思春

期」とした原著論文は 2000 件近く発行されて

いるが、「首尾一貫感覚（SOC）」のキーワード

と併せ検索しても文献は得られなかった。この

時期の研究はまだ十分に行なわれていないと

も考えられる。 
山崎ら（2012）4）は子どもの SOC の発達に

ついて、乳幼児期は生涯にわたる強い SOC 健

康生成力形成の基盤をつくる重要な時期であ

り、親の価値観や育児力により、安心感に支え

られた信頼感を育てることが大切であるとし

ている。さらに、初経や精通現象などの第二次

性徴が始まる年齢が SOC の男女差と関連して

いるとして、生物学的な面だけではなく社会文

化的な面も含めた人間的な性教育が必要であ

ると述べている。さらに、Antonovsky（1987）
3）は、成人期から老年期にかけての SOC の変

動について、3 つの生涯変動の仮説を提示して

いる。これらのことから、健康生成論的視点で

支援をしていくためには、マタニティサイク

ル・育児期にある女性のみを対象とするのでは

なく、思春期から老年期までの各段階を対象に

継続的に支援し、ケースごとの SOC 形成につ

いて事例研究を積み重ねていくことが望まし

いと考える。 
 
3.  今後の SOC 研究の方向性 

 本研究で対象とした文献では、それぞれの研

究者が調査時期や対象数、調査項目や調査回数

などについての課題をあげており、さらに一般

化を進めるための追研究などの必要性は高い。

しかし、これら得られた結果を俯瞰し、SOC を

軸にライフサイクルごとの各変数との関連（図

3）を見ると、今後の SOC 研究や女性への健康

支援策へのヒントが見えてくる。 
Helga Sjὅstrom,A（2004）18）は、妊娠初期～

産後 8 週後までの女性の調査から、SOC 尺度が

予期せぬプロセスが伴う出産への対処能力を

測定していることを示し、SOC 質問紙と健康指

標（HI）質問紙は、妊婦に必要な心理社会的援

助についての助産師の主観的価値観を補足す

ると述べている。対象の文献においても、妊娠
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頼性と妥当性が認められており 4）、研究者がど

のスケールを選択するかは、研究目的や方法、

対象によると考えられる。戸ケ里ら 20）は、SOC
スケールが、古典的テスト理論に基く多項目ス

ケールである点、また、システマティックレ

ビュー（Antonovsky, 1993）の結果からすると

SOC-29 が最も信頼性、妥当性の高い測定ツー

ルであるが、調査票のスペース等の問題がある

場合は 13 項目短縮版の使用もやむを得ないと

している。菅原ら 10）は、SOC-29（7 件法）を

使用したが、質問項目の文章の難しさや質問項

目数が多かったこと、妊娠中期から産褥期 1 ヶ

月にわたる 3 回の質問紙であったことが、最終

的な分析対象者数の減少につながり、そのこと

が分析結果に影響したとしていた。いずれのス

ケールを選択するにしても、調査項目数や調査

時間・回数など、回答者の負担を最小限にしつ

つ、研究の目的や方法、研究対象に合わせたス

ケールが選択されるべきである。 
 
2. 調査対象と研究内容 

 12 件の文献におけるライフサイクル別に見

た調査対象は、思春期～青年期と成熟期の女性

のみであり、小児期および更年期・老年期の女

性を対象とした文献は得られなかった。成熟期

においてはマタニティサイクルの時期と育児

期のみを対象としていた。この時期が多い理由

として、女性のライフサイクルおいて、妊娠・

出産・産褥期は身体的負担が大きいことに加え、

出産体験に伴う感情の揺れの体験、産後は母親

役割を受容し担うことなど、短期間での劇的な

変化が、時に心身の健康にも影響を及ぼすこと

があげられ、出産満足度、マタニティブルーズ

や産後うつ傾向、育児不安などについて数多く

研究されていると考える。 
今回、思春期にある女性の SOC に関する文

献数は 1 件と少なかった。キーワードを「思春

期」とした原著論文は 2000 件近く発行されて

いるが、「首尾一貫感覚（SOC）」のキーワード

と併せ検索しても文献は得られなかった。この

時期の研究はまだ十分に行なわれていないと

も考えられる。 
山崎ら（2012）4）は子どもの SOC の発達に

ついて、乳幼児期は生涯にわたる強い SOC 健

康生成力形成の基盤をつくる重要な時期であ

り、親の価値観や育児力により、安心感に支え

られた信頼感を育てることが大切であるとし

ている。さらに、初経や精通現象などの第二次

性徴が始まる年齢が SOC の男女差と関連して

いるとして、生物学的な面だけではなく社会文

化的な面も含めた人間的な性教育が必要であ

ると述べている。さらに、Antonovsky（1987）
3）は、成人期から老年期にかけての SOC の変
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支援をしていくためには、マタニティサイク

ル・育児期にある女性のみを対象とするのでは
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しかし、これら得られた結果を俯瞰し、SOC を

軸にライフサイクルごとの各変数との関連（図

3）を見ると、今後の SOC 研究や女性への健康

支援策へのヒントが見えてくる。 
Helga Sjὅstrom,A（2004）18）は、妊娠初期～

産後 8 週後までの女性の調査から、SOC 尺度が

予期せぬプロセスが伴う出産への対処能力を
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ると述べている。対象の文献においても、妊娠
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期の SOC と産後の抑うつ（CES-D）やマタニ

ティブルーズの発生率に関連があるとの結果

が得られていることから、SOC が産後の健康状

態を予測する可能性をもつことが考えられ、妊

娠期から介入が必要な対象を見出し、早期から

支援を開始するための補助的なツールとして

の活用が可能であると考える。また、志村（文

献 4）8）は、出産施設による SOC 得点の出産前

後の変化や、助産院で出産した女性の SOC「有

意味感」の上昇について、その要因を検討する

必要性を述べている。要因の検討には具体的な

看護ケアや支援と対象の SOC の変化との関連

を明らかにしていく必要があり、質的研究、事

例研究を重ねていくことが有効である。  

Ⅴ. 結論 

 女性を対象とした首尾一貫感覚（SOC）に関

する文献研究からその動向と今後の研究のあ

り方について以下の知見が得られた。 
 1. 得られた文献は 12 件で、SOC を独立変

数として、他の変数との関連から SOC の機能

や効果について報告していた。 
 2. 研究の対象者のライフサイクル別では、

青年期が 1 件 5）、成熟期は 11 件であり、その

うちマタニティサイクル期が 5 件 6）7）8）9）10）、

育児期が 6 件 11)～16）であった。 
 3. 研究の内容は、SOC との関連をみた変数

として、メンタルヘルスが 4 件 6）7）10）12）、ソー

シャルサポートが 3 件 10）12）15）、自己効力感・

出産満足度が 2 件 9）16）、喫煙行動 5）、主観的幸

福感 10）、QOL11）、不定愁訴や生活習慣 13）はそ

れぞれ 1 件であった。 
 4. 今後の SOC 研究の方向性として、これ

までの研究で得られた知見をもとに、ライフサ

イクルの各段階にある女性への、より具体的な

健康支援策を考案して継続的に介入し、SOC 形

成について事例研究を積み重ねる必要性が示

唆された。 
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